
も
り

た

こ
う

す
け

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者

森

田

浩

介

専
攻
学
科
目

物
理
学
（
実
験
核
物
理
学
）

生

年

月

昭
和
三
二
年

一
月

略

歴

昭
和
五
四
年

三
月

九
州
大
学
理
学
部
物
理
学
科
卒
業

同

五
六
年

三
月

九
州
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

同

五
九
年

四
月

理
化
学
研
究
所
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
研
究
室
流
動
研
究
員

同

五
九
年
一
〇
月

理
化
学
研
究
所
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
研
究
室
研
究
員
補

平
成

五
年

七
月

博
士
（
理
学
）

同

一
五
年
一
一
月

理
化
学
研
究
所
加
速
器
基
盤
研
究
部
先
任
研
究
員

同

一
七
年

四
月

理
化
学
研
究
所
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
シ
ス
テ
ム
先
任
研
究
員

同

一
八
年

四
月

理
化
学
研
究
所
仁
科
加
速
器
研
究
セ
ン
タ
ー
森
田
超
重
元
素
研
究
室
准
主
任
研
究
員

同

二
五
年

四
月

九
州
大
学
大
学
院
理
学
研
究
院
教
授
（
現
在
に
至
る
）

同

二
五
年

四
月

理
化
学
研
究
所
仁
科
加
速
器
研
究
セ
ン
タ
ー
超
重
元
素
研
究
グ
ル
ー
プ
・
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
（
現

在
に
至
る
）

五



博
士
（
理
学
）
森
田
浩
介
氏
の
「
１
１
３
番
超

重
元
素
の
発
見
」
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

森
田
浩
介
氏
は
理
化
学
研
究
所
（
以
下
理
研
と
記
す
）
の
実
験
チ
ー
ム
を
率

い
て
未
知
の
超
重
元
素
１
１
３
番
を
発
見
し
た
。
実
験
は
原
子
番
号
８
３
の
ビ

ス
マ
ス
標
的
に
原
子
番
号
３
０
の
亜
鉛
イ
オ
ン
の
ビ
ー
ム
を
照
射
し
、
核
融
合

反
応
に
よ
っ
て
合
成
さ
れ
る
１
１
３
番
元
素
を
電
磁
的
に
分
離
収
集
し
、
検
出

器
に
導
い
て
そ
の
崩
壊
過
程
を
綿
密
に
観
測
し
た
も
の
で
あ
る
。
亜
鉛
ビ
ー
ム

は
理
研
の
線
形
加
速
器R

IL
A

C

か
ら
引
き
出
さ
れ
、
核
融
合
反
応
を
起
こ
し

て
ゼ
ロ
度
方
向
に
飛
び
出
し
た
超
重
元
素
の
核
の
み
を
選
択
す
る
。
こ
の
た
め

に
開
発
さ
れ
た
気
体
充
填
型
の
反
跳
核
分
離
器G

A
R

IS

を
用
い
て
、
大
強
度

ビ
ー
ム
の
も
た
ら
す
巨
大
で
不
要
な
核
反
応
生
成
物
か
ら
稀
少
で
貴
重
な
超
重

原
子
核
を
分
離
し
た
。
そ
れ
ら
超
重
核
候
補
は
位
置
敏
感
型
の
半
導
体
検
出
器

に
打
ち
込
ま
れ
、
そ
の
位
置
情
報
と
時
間
情
報
を
も
と
に
一
連
の
ア
ル
フ
ァ
崩

壊
の
場
所
・
半
減
期
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
正
確
に
同
定
で
き
た
。
こ
の
超
重
元
素

生
成
の
確
率
は
極
め
て
小
さ
く
、
そ
れ
を
可
能
と
す
る
加
速
器
強
度
の
増
強
と

巨
大
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
除
去
で
き
る
検
出
装
置
の
開
拓
が
実
験
成
功
の

鍵
で
あ
っ
た
。
森
田
氏
は
こ
の
超
重
元
素
実
験
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
理
研
に

お
い
て
創
始
し
、
長
年
に
わ
た
り
実
験
計
画
の
立
案
か
ら
実
験
の
実
施
・
デ
ー

タ
の
解
析
に
至
る
ま
で
、
指
導
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

本
研
究
が
他
の
研
究
に
比
べ
て
優
れ
て
い
る
点
は
反
跳
分
離
装
置G

A
R

IS

の
効
率
の
大
き
さ
と
分
離
能
力
で
あ
る
。
そ
の
性
能
は
先
行
し
た
米
、
露
、
独

の
研
究
グ
ル
ー
プ
の
追
随
を
許
さ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
世
界
で
ト

ッ
プ
を
走
っ
て
い
た
ド
イ
ツ
の
重
イ
オ
ン
科
学
研
究
所
（G

SI

）
の
装
置
に
対

し
て
、
理
研
の
実
験
装
置
が
よ
り
大
き
な
効
率
を
持
つ
こ
と
が
分
か
り
、
ま
ず
、

先
行
す
るG

SI

に
お
け
る
１
１
２
番
元
素
の
発
見
を
確
証
す
る
結
果
を
生
み

だ
し
た
。
こ
こ
で
確
立
し
た
実
験
方
法
を
駆
使
し
て
１
１
３
番
新
元
素
の
探
索

へ
と
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。

本
研
究
で
は
、
超
重
元
素
を
合
成
す
る
た
め
に
、
系
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
低
く

な
る
よ
う
に
入
射
粒
子
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
設
定
し
て
「
冷
た
い
融
合
反
応
」
を

起
こ
す
手
法
を
取
っ
た
。
こ
れ
は
一
個
だ
け
中
性
子
を
放
出
す
る
反
応
で
あ
る

た
め
、
生
成
核
の
原
子
番
号
と
質
量
数
の
同
定
に
曖
昧
さ
が
無
い
こ
と
、
さ
ら

に
、
生
成
し
た
超
重
核
の
カ
ス
ケ
ー
ド
状
の
ア
ル
フ
ァ
崩
壊
の
結
果
、
既
知
の

核
に
到
達
し
や
す
く
、
作
ら
れ
た
新
超
重
核
の
同
定
が
確
実
に
行
な
わ
れ
る
点

に
特
徴
が
あ
る
。
し
か
し
、
反
応
断
面
積
が
極
め
て
小
さ
い
た
め
、
高
度
の
性

能
のG

A
R

IS

を
も
っ
て
し
て
も
、
困
難
な
探
索
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
こ
で
加
速

器
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
てR

IL
A

C

の
安
定
化
と
ビ
ー
ム
強
度
の
増
強
が
推
し
進

め
ら
れ
た
こ
と
は
本
研
究
の
成
功
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
。
実
験
開
始
か
ら

二
五



終
了
ま
で
、
純
照
射
時
間
に
し
て
約
六
〇
〇
日
、
九
年
の
歳
月
を
か
け
て
い
る
。

こ
の
間
、
高
い
動
機
を
保
ち
つ
つ
倦
む
こ
と
な
く
実
験
を
遂
行
し
た
理
研
の
メ

ン
バ
ー
を
中
心
と
す
る
共
同
研
究
者
の
努
力
が
あ
っ
て
こ
そ
可
能
と
な
っ
た
実

験
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
ま
で
に
同
定
さ
れ
た
新
し
い
核
種
は
三
事
象
で
、
ど
れ
も
陽
子
数
Ｚ＝

１
１
３
、
質
量
数
Ａ＝
２
７
８
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
は
二
〇
〇
四
年
、

二
〇
〇
七
年
、
二
〇
一
二
年
に
公
表
・
出
版
さ
れ
た
。
ま
た
、
標
的
・
ビ
ー
ム

の
組
み
合
わ
せ
の
異
な
る
他
の
反
応
に
よ
り
、
近
接
す
る
核
種
を
生
み
出
す
実

験
も
平
行
し
て
行
わ
れ
、
こ
の
新
同
位
元
素
が
既
知
の
核
種
と
繋
が
り
を
も
つ

こ
と
が
確
証
さ
れ
た
。
一
方
、
先
輩
格
の
ロ
シ
ア
の
ド
ウ
ブ
ナ
研
究
所
の
露
・

米
・
独
連
合
実
験
チ
ー
ム
は
、
系
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
高
く
な
る
よ
う
に
設
定
し

た
カ
ル
シ
ウ
ム
４
８
核
の
ビ
ー
ム
を
用
い
、
中
性
子
を
数
個
放
出
す
る
核
融
合

反
応
を
用
い
て
１
１
３
番
元
素
を
発
見
し
た
と
二
〇
〇
四
年
に
公
表
し
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
「
熱
い
融
合
反
応
」
で
は
、
多
く
の
反
応
生
成
物
が
出
来

る
の
で
、
収
量
は
大
き
い
が
、
反
応
種
（
放
出
中
性
子
の
個
数
、
荷
電
粒
子
の

放
出
の
有
無
）
が
確
定
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
く
、
ま
た
、
そ
こ
で
見
つ
か

っ
た
と
さ
れ
る
質
量
数
二
八
二
、
二
八
三
、
二
八
四
に
亘
る
同
位
体
は
、
ど
れ

も
そ
の
崩
壊
が
既
知
の
原
子
核
に
繋
が
っ
て
い
な
い
と
い
う
弱
点
を
も
つ
。

新
元
素
の
発
見
を
認
定
す
る
国
際
純
正
・
応
用
化
学
連
合
と
国
際
純
正
・
応

用
物
理
学
連
合
の
合
同
委
員
会
で
あ
るJointW

orking
Party

（JW
P

）
で

は
、
認
定
の
基
準
に
照
ら
し
て
、
理
研
の
チ
ー
ム
に
１
１
３
番
元
素
発
見
の
プ

ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
認
め
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
こ
れ
は
、
収
量
は
極
め
て
低
い

が
結
果
の
解
釈
が
確
実
な
「
冷
た
い
融
合
反
応
」
の
方
法
に
徹
す
る
と
い
う
森

田
氏
ら
の
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
が
適
切
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
森
田
氏
ら

の
発
見
し
た
超
重
元
素
は
比
較
的
中
性
子
数
の
少
な
い
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り

核
図
表
の
中
に
、
ほ
ぼ
存
在
限
界
に
近
い
新
し
い
領
域
が
築
か
れ
た
。
一
方
、

ド
ウ
ブ
ナ
研
究
所
で
は
引
き
続
き
「
熱
い
融
合
反
応
」
の
手
法
で
、
こ
れ
と
相

補
的
な
領
域
に
横
た
わ
る
中
性
子
過
剰
の
未
知
の
原
子
核
を
探
索
し
、
１
１

５
、
１
１
７
、
１
１
８
番
元
素
を
同
定
し
て
い
る
。

新
元
素
の
探
索
は
、「
元
素
の
原
子
番
号
の
上
限
は
ど
こ
に
あ
る
か
？
」
と
い

う
物
質
の
根
源
に
関
す
る
基
本
的
な
問
い
に
答
え
よ
う
と
す
る
実
験
的
試
み
で

あ
る
。
結
果
と
し
て
得
ら
れ
る
超
重
元
素
の
性
質
は
、
原
子
核
の
陽
子
数
の
存

在
限
界
に
近
い
と
こ
ろ
で
の
核
構
造
に
関
す
る
知
見
、
特
に
陽
子
や
中
性
子
に

対
す
る
次
の
魔
法
数
に
つ
い
て
の
重
要
な
情
報
を
与
え
る
。
ま
た
、
超
重
元
素

の
化
学
的
性
質
が
従
来
の
周
期
表
と
馴
染
む
か
と
い
う
「
極
限
の
化
学
」
に
挑

む
道
が
拓
け
て
く
る
。
そ
こ
で
は
化
学
反
応
に
於
い
て
電
子
構
造
の
相
対
論
効

果
が
現
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
本
研
究
に
よ
り
第
７
周
期
の
一
席
を
占
め
る
未

知
元
素
が
発
見
さ
れ
、
ド
ウ
ブ
ナ
研
究
所
で
の
他
の
元
素
の
発
見
と
相
俟
っ

て
、
第
７
周
期
が
完
結
し
、
次
の
第
８
周
期
探
索
の
時
代
を
迎
え
る
こ
と
の
意

義
は
大
き
い
。

二
六



こ
の
よ
う
に
、
森
田
浩
介
氏
は
理
研
の
実
験
チ
ー
ム
の
中
心
に
あ
っ
て
１
１

３
番
超
重
元
素
発
見
へ
の
実
験
を
主
導
し
、
国
際
的
に
認
め
ら
れ
る
功
績
を
築

き
あ
げ
た
。
森
田
氏
は
こ
れ
ら
の
業
績
に
対
し
、T

he
G

SI
E

xotic
N

uclei

C
om

m
unity

M
em

bership
A

w
ard

（
二
〇
〇
五
年
）、
仁
科
記
念
賞
（
二
〇
〇

五
年
）、
井
上
学
術
賞
（
二
〇
〇
六
年
）、
日
本
物
理
学
会
論
文
賞
（
二
〇
〇
六

年
）
を
受
賞
し
て
い
る
。
二
〇
一
五
年
、
森
田
氏
の
研
究
チ
ー
ム
は
こ
の
発
見

に
よ
り
、
国
際
純
正
・
応
用
化
学
連
合
か
ら
、
１
１
３
番
元
素
の
名
称
と
記
号

の
提
案
を
行
う
よ
う
に
と
の
栄
誉
あ
る
招
聘
を
受
け
た
。
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